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2016年に任意団体として発足し早9年目をむかえ

た「一般社団法人日本ACP研究会」ですが、国内で

唯一のACPのみに特化した研究会として、今年で第
9回の年次大会をむかえ、着実に歩みを進めて参り

ました。

2023年の新たな試みとして、会員のリアルな研修

ニーズを探索するためのパイロットACP研修会を実
施いたしました。その結果として、近年、ACPを推

進しようとする個々人のマンパワーは増加している

ものの、病院における体制づくりに課題があり、そ
の研修の実施に高い関心が寄せられました。そこで、

我々日本ACP研究会は、病院におけるACP連携の体

制づくりをメインテーマとして、ACP研修を推し進
めていくことにいたしました。

来る2025年2月頃、十分な準備期間の後にオンラ
イン開催の予定です。研修内容は、先進病院がACP

の課題をどのように乗り越えてきたのか、失敗談を

踏まえたACPの体制づくりを学ぶ参加型研修です。
ACPを実践している病院関係者が主な対象です。病

院におけるACPの体制づくりに感心がある人であれ

ば、どなたでも参加できます。2016年と2017年、
E-FIELD研修プログラムを受講後に、病院をあげて

ACPの体制づくりに挑んだ、西岡病院、春日井市民

病院のスタッフがそのノウハウを余すところなく提
供いたします。是非とも、個人で、あるいは、病院

のコアチームでご参加ください。

地域ACPを実装するにあたり、地域のどの事業所

からでもACPの体制づくりは可能ですが、日本ACP

研究会は比較的困難な課題である、病院における、
あるいは、病院を起点とするACP実装に注力して参

ります。皆様の多数のご参加をお待ちしております。
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すでにホームページ等でご案内の通り、次回第9回年次大会は9月21日(土）北海道札幌市で4年ぶりに

集合開催で行います（懇親会も開催予定です）。

この時期の札幌は市内中心部の大通公園にて毎年秋の味覚を堪能する「さっぽろオータムフェスト」が
開催されており、こちらもぜひお立ち寄りください。

＊日 程 2024年 9月21日（土）10時～17時（終了後、懇親会）

＊会 場 北海道民活動センター（かでる2・7）

札幌市中央区北2条西7丁目

（JR札幌駅、地下鉄さっぽろ駅から徒歩約10分）

＊開 催 集合開催（一部プログラムは後日オンデマンド配信）

＊テーマ 「ACPサイクルでつなぐ人生会議

～話す、残す、伝える、見直す～」

＊内 容 講演（厚生労働省 他）、講演・演習（ロールプレイ）、

事例検討会、演題発表、ランチョンセミナー 等

＊参加登録、演題登録は4月1日開始予定です。

年次大会に先がけて、プレ企画（すべてオンライン）を4回開催予定です。

1月19日（金）は「ACPにおける医療と法律の接点」と題して、医師、弁護士を含めた多職種の
介入事例について、参加者と議論を行いました。全国から約170名が参加されました。

プレ企画その2
参加受付中‼
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・法律の観点からACPを考えるきっかけをいただけた。（北海道／医師）

・弁護士の介入事例を聞け、参考になった。（福井県／看護師）

・事例や困難な点等を率直にお話してくださったので参考になりました。（千葉県／看護師）

・ACPというと最終段階の医療・ケアと考えがちですが、今日紹介していただいた定義のように、

「すべての年齢層の成人、健康ステージを支えるプロセス」と伝えていったほうが市民に受け入れやすい

のではないかと思いました。（静岡県／保健師）

・事例検討や、実際の活動をご紹介いただけるのはとても勉強になりました。（北海道／薬剤師）

・普段ACPの場面で弁護士の先生が介入することがほぼないため、こういった支援や選択肢もあるのだと

とても勉強になった。（北海道／医療ソーシャルワーカー)

・ACPの事例、概念を多職種、多分野で共有しディスカッションできることが大切だと感じました。

（神奈川県／医療ソーシャルワーカー）

・ACPについて難しく考えていたが日頃のコミュニケーションから聞いていく、繰り返す、見直すことが

大事だとわかりました。（東京都／医療ソーシャルワーカー)

・多職種での質疑応答の場面が良かった。（広島県／地域包括支援センター）

・ACPの意識はあっても、なかなか実施は難しい状況があると思う。その難しさを具体的に話し合って、

話し合い方を模索するしかないと考えるため、このような機会は貴重です。（大阪府／大学教員）
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📞

NEWSLETTERに掲載する記事を募集しております。

地域のACPの活動等、掲載したい記事がございましたら、

事務局までご連絡ください。
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